
〔短　報〕 203（雷分布）

日本列島における雷日数の地理的分布とその長期的傾向

吉　田 弘＊

　1．はじめに

　雷現象はその要因となる積乱雲の水平の大きさが

10～20kmくらいの非常に局地的な現象であり，比較

的狭い範囲におけるその時点での大気の状態を反映し

ていると考えられる．しかし，長期にわたる雷発生状

況の変化にはより広い範囲にわたる大気状態（例えば

安定度，水蒸気量，上昇流）の長期の変化および地域

的な特性（例えば都市気候）が反映されている可能性

があると考えられる．

　日本の雷日数の分布についての調査は気象庁
（1968），畠山久尚（1970）など以外にはあまり多くな

い
．
前
者 は膨大かつ詳細な調査の報告であるが図のみ

で論述はない．後者は前者の図を引用しいくつかの記

述と議論を加えている．

　本調査では全国の気象官署における雷日（雷鳴と電

光を観測したか，あるいはある程度以上の強度の雷鳴

を観測した日）をもとに平均年間雷日数，平均夏季雷

日数（6，7，8月）および平均冬季雷日数（11，12，

1月）の分布図等を作成し，雷日数の分布および長期

変化についていくつかの興味有る事実について報告す

る．

　調査した各観測点での雷日数の経年変化をみると，

北陸地方を中心に日本海側の地域での冬季の雷の近年

における増加が顕著である．Kitagawa（1989）はこの

地域における雷日数の増加と北半球における高緯度帯

の気温変化についてそれぞれの変化パターンおよび変

動の周期解析結果の類似性とから雷日数の増加と気温

変化との間に負の相関があると説明している．一方田

中（1997，2000）はこの地域における冬季の雷日数の

増加と他の気象要素との関連を調べ，新潟における平

均気温輪島における850hpaと500hpaにおける温度

差および日本海における海水温の経年変化等と雷日数

の増加との間に有意な相関は見出せないと説明してい

る．

　また，日本海側の冬季雷の増加ほど広い範囲の現象

ではないが前橋，熊谷等の北関東において夏季におけ

る雷日数の近年の減少が認められる．Kitagawa

（1989）は冬季雷についてと同様の解析を行い，この地

域における雷日数の変化と高緯度帯における気温変化

との間に正の相関があると説明している．

　雷日数の長期変化について本調査では冬季雷の増

加，夏季における雷日数の減少が認められる地域の範

囲およびその他の地域における雷日数の長期変動の特

徴について調査した．
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　2．調査に用いた雷日数データ

　雷日数分布図の作成に用いた雷日数データはすべて

「平成11年　気象庁年報　CD－ROM版」（2000）のデー

タを使用した（96官署）．これには（1）1931～1999の

69年間のデータ（70官署），（2）1999までの69年未満か

つ50年以上のデータ（21官署），（3）1999までの50年未

満（最短36年間）のデータ（5官署）があり，年毎に

各月の雷日数が記録されている．これらのデータをも

とに4捨5入し整数値として各官署の各平均雷日数を

求めた．

　また，雷日数の長期変動を調査するためいくつかの

官署については，現地官署に保管されている1931年以

前の雷日数データも使用した．

　気象庁（1968）では1954から1963までの10年間につ

いて気象官署・委託観測所のデータ及び部外機関を含

め利用し得る多くの観測データ（全国約1300か所）を

もとにある種の補正も加え経緯度15分ごとの全国約

800の網目について雷日数を求めている．これは本調査
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第1図　（a）本調査で得られた年平均雷日数，（b）雷雨10年報（気象庁1968）による年平均雷日数等値線

での雷日数とはデータソースが同質ではないので，こ

こではその分布パターンについてのみ比較を行った．

　3．雷観測日数の分布について

　3．1年雷日数

　第1図aに本調査における平均年間雷日数の分布

図を示す．観測点数が96と少ないため等値線は描いて

いない．全国約1300か所の観測点のデータをもとにし

た気象庁（1968）の年雷日数の等値線（10年間の年平

均値）を第1図bに示す．

　第1図aと第1図bを比較すると下記の事実が見

いだされる．

　①両図とも北関東，北陸近畿九州北部・南部な

どで大きな値となっており両図の分布パターンに大き

な違いはない．この分布は北陸を除くと第2図の平均

夏季雷日数の分布とよく似ている．北陸は第3図に示

すように冬季における雷日数が大きな値となってい

る．

　②第1図bにおいては中部地方で大きな値となっ

ているが，第1図aではあまり明瞭ではない．また，

第1図bの方が第1図aに比べ全般的に大きな値と

なっている．このことは気象庁（1968）における観測

地点数の多さ，およびデータの求め方が影響している

ものと考えられるが，今回の調査における新潟地方気

象台での雷日数と気象庁（1968）で同気象台が含まれ

る網目での雷日数の変化は良く似た傾向にあり，両者

のデータの信頼性が確保されているものと考えられ

る．

　③第1図a，第1図bにおいて共通して雷の少ない

地域はオホーツク沿岸，北海道の東部・内陸部，三陸

沿岸などである．

　また，第1図aでは第1図bにない伊豆諸島および

南西諸島についても雷日数を示してある．両地域とも

全国の平均（おおよそ年問15～16日）よりも大きな値

であり，特に八丈島では25日とかなり大きな値となっ

ている．

　3．2　夏季雷日数

　第2図に夏季（6，7，8月）3か月における年平

均雷日数の分布を示す．この図で雷日数が10日を超え

る地域は福島県西部および茨城県を含む北関東，中部

地方，岐阜県から近畿地方，九州の大部分の地域であ

る．一方，千葉県から静岡県にいたる太平洋岸および

伊豆諸島，瀬戸内海沿岸，日本海沿岸（隠岐，対馬）

では比較的少ない．これらのことは夏季における発雷

16 “天気”49．4．
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第4図　（a）前橋の夏季における雷日数（1897～
　　　1999），（b）熊谷の夏季における雷日数
　　　　（1931～1999），（c）水戸の夏季における雷

　　　　日数（1897～1999）．

第3図　冬季（1！，12，1月）における年雷日数．

の機構と関係があると思われるが，その理由は現在不

明である．また，旭川を除く北海道では非常に少ない．

2002年4月

　3．3冬季雷日数

　第3図に冬季（11，12，1月）3か月における年平

均雷日数の分布を示す．この図において数値が5日を

超える地域をみると東北地方の日本海側から北陸にか

17
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　　　　　　　　　　　　　　　　　（e）稚内の　　（d）浜田の冬季における雷日数（1893～1999），

（f）福岡の冬季における雷日数（1891～1999）．

けてと山陰の一部，伊豆諸島南部の3地域に限られて

おり，日本海沿岸の観測点とこれらに比較的近い内陸

の観測点での数値の違いが際だっている．また，日本

海沿岸地域では大部分の観測点で冬季の雷日数が夏季

の雷日数を上回っている．このことは第4章で述べる

18

ように最近30～40年間におけるこれらの地域での冬季

雷の漸増を反映しているものと考えられる．

4．雷日数の長期的な変動

ほぼ100年にわたる年雷日数をみると，多くの観測点

“天気”49．4．
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で年ごとに大きく変化しているが，いくつかの観測点

で長期的にみて同じような変動が共通してみられる地

域があり，次の2つの地域で明瞭である．

　4．1北関東における夏季の雷日数の減少

　第4図aに前橋における1897年から1999年までの

夏季の雷日数を示す．1955年頃から夏季における回数

が減少していることが認められる．また熊谷（1931～

1999第4図b），水戸（1897～1999第4図c）およ

び宇都宮においても若干ながら同様の傾向が見られる

　4．2　日本海沿岸における冬季の雷日数の増加

　第5図a，bに1886年から1999年までの新潟におけ

る夏季と冬季の雷日数を示す．1960年頃から冬季にお

ける回数が漸増していることが明瞭である．一方，夏

季においてはこのような変動は見いだせない．このよ

うな冬季における雷日数の増加は東北地方の日本海側

から中国地方の日本海側の多くの官署（たとえば秋

田：1893～1999第5図c，浜田：1893～1999第5
図d）に加え北海道の日本海側の一部の官署（たとえば

稚内：1935～1999第5図e）および九州の日本海側

の一部の官署（福岡：1890～1999第5図f）でも認め

られるが，その変動のパターンは必ずしも同じではな

い
．

　4．3　伊豆諸島南部における冬季の雷日数

　3．3で述べたように伊豆諸島南部における冬季雷日

数は日本海沿岸地域と同様に大きな値となっている

が，日本海沿岸地域にみられるような雷日数の増加は

見られない（第6図）．このことは共に冬の季節風下の

雷と考えられる両地域における冬季の発雷機構を考え

る上で興味有ることと考えられる．

　4．4　その他の雷日数変動のいくつかの例

　4．1および4．2で述べたような地域的に共通した雷日

数の変動は他の地域では見出せないが，いくつか特徴

ある傾向を示す官署が認められる．

　①第7図a大分：1970年頃以降回数の増加して
いる傾向にある．

　②第7図b長野：10～20年くらいを1期問とし

て平均回数の増減が認められる．このような変動パ

ターンは他の官署でも認められるが，地域的にも時間

的にもまとまった変動の傾向は見出せない．

　③第7図c岐阜：約100年にわたり雷日数の変動

はランダムで特定の変化傾向は見出せない．

　また，網走（第7図d）のようにある期間継続して活

発な雷の発生を示唆するような特異な官署もみられ
る．
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第6図　八丈島の冬季における雷日数（1931～1999）．

　5．まとめ

　雷日数（年平均，夏季平均，冬季平均）の分布図を

作成した．同様の分布図はこれまでにも作成されてい

るが，本調査では統計期間を過去の調査の5～7倍と

広げ，またこれまで調査されていなかった伊豆諸島，

南西諸島についても統計を行った．

　①年平均回数について15日（おおよその全国平均回

数）以上の主な地域をみると，東北地方から北陸地方・

中国地方の日本海側，北関東，中部地方から近畿地方

北部，九州地方から南西諸島，伊豆諸島などである．

　また少ない地域はオホーツク沿岸，北海道の東部・

内陸部，三陸沿岸などである．

　②夏季の平均について10日以上の地域をみると福

島県西部から北関東・長野・山梨・岐阜・近畿地方北

部，九州地方の2地域である．一方，銚子から浜松に

いたる太平洋沿岸および伊豆諸島，瀬戸内海沿岸では

4～8日とあまり多くない．また，旭川を除く北海道

全般では非常に少ない．

　③冬季の平均について3日以上の数値となる主な

地域は東北地方から中国地方の日本海側の地域であ

り，特に北陸地方では10日を超える地域がある．この

ほか伊豆諸島特に八丈島で大きな数値（8日）となっ

ている．

　④前橋，熊谷など北関東において1950年頃から夏季

における雷日数が減少していることが認められる（例

えば平均値で前橋では1935～1939：23日，1995～

1999：14日）．

　⑤東北地方から中国地方の日本海側において冬季

の雷日数が近年漸増していることが非常に明瞭である

（例えば平均値で新潟では1955～1959：4日，1995～

2002年4月 19
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　　　　ける年雷日数（1901～1999），（d）網走における雷日数（1890～1999）．

1999：18日）．

　しかし，この地域と同様に冬季の雷日数の多い伊豆

諸島南部においては近年の雷日数の増加は認められな

い
．

　今後，4．4で述べたような雷日数の長期的な変動と気

象状況との関連にっいて更に調査を進めたい．また，

4．1で述べた夏季における雷日数の減少は4．2で述べた

冬季における雷日数の増加に比べ現象の発現地域が限

られており，より一般的な現象であるかさらに調査が

必要であると考えている．
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第14回日本気象学会夏期特別セミナー（若手会夏の学校）開催のお知らせ

第14回夏の学校実行委員会

　日本気象学会夏期特別セミナー（夏の学校）は，若

手研究者同士の研究に関する議論と情報交換の場とし

て，また親睦を深める場として，毎年開かれている行

事です．14回目の今回は，東京大学気候システム研究

センターが主幹となり，東京・代々木で開催すること

になりました．内容は1招待講演，一般講演，ポスター

セッションなどを予定しています．この機会にたくさ

んの研究発表や議論を繰り広げていただけると幸いで

す．また学会等では発表しにくい基本的な内容の議論

や，分野を超えた交流をしてみてはいかがでしょうか．

　要項，参加申込はWebぺ一ジ（併記のURL参照）

で行う予定です．御希望の方及び興味をもたれた方は

是非Webぺ一ジを御覧ください．併せて，講演やポス

ターセッションでの発表も募集しております．交通費

を除くセミナーの参加費は，15，000円程度を予定して

います．詳しくはWebぺ一ジを御覧ください．多数の

方の御参加をお待ちしております．また，最新情報や

詳細は，ymnetやWebぺ一ジで順次お知らせします．

　　　　　　　　　　　　記

日　時：2002年7月11日（木）午後

　　　　　　　　～13日（土）午前（2泊3日）

場所：国立オリンピック記念青少年総合センター

　　　　東京都渋谷区代々木

　　　　（新宿より小田急線参宮橋駅下車徒歩7分）

定員：120名程度

参加申込期間：5月7日（火）～6月7日（金）

連絡・問い合わせ先：

　　　　〒153－8904　東京都目黒区駒場4－6－1

　　　　東京大学気候システム研究センター

　　　　第14回気象学会夏の学校実行委員会

代表：須藤健悟

　　　　Te1：03－5453－3950，Fax：03－5453－3964

E－mail：ymss＠ccsr．u－tokyo．acjp

URL：http：〃www．ccsr．u－tokyo．acjp／ymss／
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